
デイトナ が 提 案 する
新しい建築のカタチ
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デイトナをはじめ、カーマ
ガジンでの長期連載、ムッ
ク本である CAR&HOME
にて、常にクルマと住宅の
関係について提案し続けて
きた建築プロデュース会社
LDK inc。建築設計はもち
ろんのこと、建築システム
の開発や商品開発も行う。

デイトナハウスを構成するのは、LGSと呼ばれる軽量
鉄骨のパネルで、厚さ3.2㎜、幅12.5㎝、厚み5㎝の

『Cチャンネル』と呼ばれる部材を、横幅180㎝、縦
270㎝の長方形に溶接して製作しています。対角線の
クロスしたパーツは、『ブレース』と呼ばれる筋違いで、
力の伝達を受け持つ大切な役割を持っています。“柱”
と“梁”と呼ばれる縦と横の部材を使って軸組を作って
いく一般的な建築とは違って、デイトナハウスはこの
LGS パネルを連結することで住宅、ガレージ、別荘、
店舗、マンションなどの様々な建築を可能とする、全
く新しいカタチのシステムなのです。つまりこのLGS
パネルを使った建物全てがデイトナハウスと言う訳で
す。パネルの枚数を数えるだけで、建築の広さ、およそ
の予算がイメージできる分かりやすさと、パウダーコ
ーティングが施されたその鉄の素材感が醸し出すハー
ドボイルドな空間のテイストも持ち味です。

　

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ワ
イ
マ
ー
ル
共

和
国
時
代
に
設
立
さ
れ
た
美
術
学
校
『
バ

ウ
ハ
ウ
ス
』が
設
立
さ
れ
て
今
年
で
１
０
０

周
年
に
な
り
ま
す
。こ
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
は
、

ド
イ
ツ
工
作
連
盟
と
い
う
建
築
家
や
工
芸

家
の
グ
ル
ー
プ
が
設
立
し
た
も
の
で
、
機

能
だ
け
の
追
及
を
飛
び
越
え
て
、
美
し
さ

や
洗
練
の
領
域
ま
で
踏
み
込
ん
だ
世
界
観

を
確
立
し
ま
し
た
。
言
わ
ば
今
日
の
良
質

な
工
業
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
け
を
な
す
も
の

で
す
。惜
し
む
ら
く
は
１
９
３
３
年
、ヒ
ト

ラ
ー
の
ナ
チ
ス
党
が
政
権
を
奪
取
す
る
や

否
や
弾
圧
さ
れ
廃
校
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
今
で
も
デ
ッ
サ
ウ
と
い
う
ベ
ル

リ
ン
か
ら
１
０
０
㎞
南
に
位
置
す
る
小
さ

な
町
に
、
そ
の
校
舎
の
建
物
が
大
切
に
保

存
さ
れ
、「
デ
ザ
イ
ン
と
は
何
か
？
」
を
問

い
か
け
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
単
に
鉄
の
素
材
感
の
み
を
強

調
す
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
系
の
世
界
を

突
き
抜
け
て
、
ア
ー
リ
ー
モ
ダ
ン
の
意
匠

性
の
領
域
に
踏
み
込
み
、
現
在
埼
玉
県
で

設
計
中
の
実
際
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
建
物
は
医
療
系
の
関
連
施
設
と
事

務
所
、
そ
し
て
立
体
駐
車
機
械
を
持
つ
重

層
ガ
レ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

と
言
っ
て
も
印
象
的
な
の
は
、
フ
ァ
サ
ー

ド
の
ガ
ラ
ス
開
口
と
ガ
レ
ー
ジ
部
分
の
塗

り
壁
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
で
す
。
シ
ャ
ー
プ

な
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
の
ラ
イ
ン
と
落
ち
着

い
た
塗
り
壁
の
対
比
。剛
と
柔
。そ
の
二
つ

の
要
素
の
間
に
生
ま
れ
る
独
特
の
洗
練
。

生
き
る
喜
び
。
中
央
に
位
置
す
る
立
体
中

庭
が
、
中
間
領
域
と
な
っ
て
こ
の
二
つ
の

要
素
を
繋
ぎ
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
全
盛
の
現
代
に
お
い
て
、

す
で
に
こ
の
素
材
感
主
義
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

は
表
現
す
る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
パ
ネ
ル
構
造
を
採
用
す
る
デ
イ

ト
ナ
ハ
ウ
ス
は
、
ス
チ
ー
ル
サ
ッ
シ
を
構

造
パ
ネ
ル
に
接
続
し
て
成
立
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
リ
ー
ゾ
ナ
ブ
ル
な
価
格

で
、
ア
ー
リ
ー
モ
ダ
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
再

現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

構造的に均整のとれた奥行き４スパン×間口３スパ
ンを二つ繋げて、さらに階高の違う特殊パネル構造
の立体駐車場部分をエキスパンションジョイントで
連結させたプランニング。外壁は高性能のフェノー
ル系断熱材ですべて包みこみ、開口部にはPS社の
ペリメーターヒーティングを完全装備するなど、居
住性は現代の技術をフル活用しています。

建物の裏側に回って、ガレージスペースの開口部を望む。鉄骨パネルの高さの変化を最小限の変化
にとどめ、コンクリート基礎を約1.3ｍ高基礎にして立体駐車を成立。上段のクルマの表情がちら
りと見えるようにフィックス開口を設定しているところがデイトナハウスならではの趣向です。

2Fのルーフバルコニーを望む。2Fの事務スペースからガラス面で解放された屋根つきの広いバル
コニー。この余白が、建物の落ち着きを演出してくれます。屋根を支えるトラスのリズム感や、垣
間見えるガレージの愛車のシルエットも秀逸です。夜の演出にも一役買ってくれることでしょう。

バウハウスを彷彿させる
クルマ好きの医療施設

シャープな鉄骨＆ガラスの開口と落ち着いた塗り壁のコントラスト。
単なるインダストリアルイメージから一歩抜け出した、

これぞアーリーモダンの新境地です。
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デイトナ ハ ウスの
ある暮らし

　

年
齢
が
60
代
間
近
に
差
し
掛
か
っ
て
く

る
と
、
リ
タ
イ
ア
後
の
生
活
の
こ
と
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
ま
す
。
周
り
の
同
世
代

の
友
人
も
、
皆
そ
の
こ
と
を
口
に
出
し
始

め
ま
す
。
今
ま
で
都
会
で
満
員
電
車
に
押

し
込
め
ら
れ
て
も
我
慢
し
て
き
た
会
社
勤

め
の
人
な
ら
ば
、
思
わ
ず
自
然
環
境
の
豊

か
な
土
地
に
終
の
棲
家
を
│
│
な
ど
と
考

え
が
ち
で
す
。
で
も
知
ら
な
い
土
地
で
気

候
も
生
活
環
境
も
変
化
す
る
わ
け
で
す
か

ら
、
現
実
的
に
は
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
も
山
積
み
で
す
。
何
し
ろ
こ

の
先
の
人
生
も
結
構
長
い
の
で
す
。

　

だ
っ
た
ら
他
に
ど
ん
な
選
択
肢
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、

今
回
は
東
京
に
長
年
住
ん
で
お
ら
れ
る
ご

家
族
の
建
て
替
え
計
画
を
、
デ
イ
ト
ナ
ハ

ウ
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
仕
上
げ
た
実
際
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
都
中
野
区
。
こ
の
家
の
施
主
は
子

供
の
時
か
ら
こ
の
場
所
に
住
ん
で
い
て
、

親
の
世
代
が
建
築
し
た
良
質
な
木
造
家
屋

を
引
き
継
ぐ
形
で
こ
こ
で
生
活
し
て
い
ま

し
た
。ご
家
族
は
ご
夫
婦
と
、す
で
に
成
人

さ
れ
た
子
供
さ
ん
４
名
の
６
人
家
族
で
す
。

そ
れ
と
大
事
に
乗
っ
て
い
る
Ｖ
Ｗ
タ
イ
プ

Ⅱ
と
ミ
ニ
ク
ー
パ
ー
。
長
年
住
み
慣
れ
た

土
地
と
、
ず
っ
と
愛
着
を
持
ち
続
け
て
き

た
ク
ル
マ
た
ち
。
こ
の
関
係
性
を
変
化
さ

せ
な
い
ま
ま
、
会
社
勤
め
の
時
と
は
違
う

第
二
の
人
生
に
ス
イ
ッ
チ
し
て
い
く
。〝
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
隠
居
〞。そ
の
ス
パ
イ
ス
と
し

て
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
鉄
骨
露
出
の
建
築

が
選
ば
れ
ま
し
た
。受
動
的
で
も
な
く
、か

と
い
っ
て
過
度
に
能
動
的
で
も
な
い
、
い

わ
ば〝
中
動
態
〞と
も
言
え
る
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
な
生
活
ス
タ
ン
ス
。
そ
れ
を
下
支
え
す

る
環
境
と
し
て
、
虚
飾
が
な
く
、
構
造
体

と
い
う〝
必
要
〞が
そ
の
ま
ま
空
間
を
構
成

し
て
い
る
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
が
適
任
だ
っ

た
そ
う
で
す
。「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ラ
イ
フ

に
差
し
掛
か
る
と
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

刺
激
と
し
て
、
デ
イ
ト
ナ
ハ
ウ
ス
の
骨
組

み
が
し
っ
く
り
き
た
ん
で
す
」と
、こ
の
家

の
施
主
は
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
実
に
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
鉄
骨
の
骨
組
み
は
、
時

間
帯
や
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
光
の
当
た

り
方
な
ど
に
よ
っ
て
、
様
々
な
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
毎
日
が
空
間
の
再
発
見

の
連
続
。
そ
の
中
道
態
的
な
刺
激
を
感
じ

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、〝
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
隠

居
〞
を
ど
う
ぞ
元
気
で
続
け
て
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。心
か
ら
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

デイトナハウス×LDK本部

1Fは愛すべきＶＷタイプⅡとミニクーパーの居場所。ガレージ空間は左右にそれぞれあり、
息子さん達のバイクもここに眠る。まさに２世代ガレージ。鉄骨フレームに共鳴する愛車。そ
の有様を毎日眺めているだけでも、静かに脳細胞は活性化されているのです。

1Fから 3Fまで空間を貫く
オリジナルの分解式螺旋階
段『ダイナソーボーン』。言わ
ばこの家の中心＝大黒柱とし
て、家族のテーマや時代のテ
ーマを変わることなく繋いで
いく。家族がそれぞれ帰宅す
るとき、この階段を昇降しな
がら空間全体への長年の愛着
が増幅するマットな質感がウ
リの鋼鉄製の逸品です。

愛した場所に築く“終の棲家”
子供の頃から住んでいる町で、長年愛してきたクルマと住む。老後と言うと、つ
いつい郊外での別天地を想像しがちですが、むしろ深く町に沈む。デイトナハウス×LDKと
共に再構築するアクティブな隠居＝リタイアメントライフの実際例をご紹介します。

2Fはリビング＆ダイニングの空間。中央にガラス張りの螺旋階段を挟んで
左右にそれぞれレイアウト。空間はチャコールグレーに統一され、床はモ
ルタル風のPタイル張り。全面開口の窓の外には、武蔵野の現生の欅の緑
が借景になっています。壁に掛ける絵や写真、棚のディスプレイ、床のラ
グなどが鉄骨骨格と呼応して、空間の表情は実に豊かに変化するのです。

／ 東京都中野区　村田邸

この家の冷暖房はPS社のラジエター冷暖房『HR-C』
を採用しています。螺旋階段の両側にそれぞれルー
バー上に設定されています。鉄骨との相性は抜群。大
開口は冬場対策として、同社のペリメーターヒーテ
ィングを採用。特別な空気が流れる家なのです。

この家ではデイトナハウスとソルトシ
ェイカー社が共同で開発したオリジナ
ル門扉を採用しています。米軍基地風
のゲート。エキスパンドメタルの金網
をフレーミングして亜鉛溶融メッキで
防錆処理した武骨な一品。同様にフェ
ンスもこの仕様を連続させています。
建物のアーリーモダンなガラス開口と
のコントラストが絶妙なのです。

鉄骨との相性抜群なPS社ラジエター冷暖房

オリジナルの
米軍基地風門扉

『ジュラシック・バタフライ』

TEL：03-6228-4933　URL：daytona-house.com109


